素材の選定について

MEG実験で使用したものを主に上げるが、実機製作においてはそれぞれの吟味を

もう一度する必要がある。

1、 ケーブルについて

MEGではRG188、RG178などテフロンを主体としたケーブルをHV、読み出し用に使用

	特性
及び
構造
名称
	特　　　　　性 
	構　　　　　造 

	
	静電 
容量 
約
nF/km
	特性 
イン
ピー 
ダンス 
Ω
	減衰量標準値　dB/km 
	波長 
短縮率 
% 
	最大使用 
電圧 
kV eff 
	内部導体構成 
および外径 
mm 
	絶縁体 
	外部導体 
	被　覆 
	外装 
種別 
	ケーブル 
外径 
mm 
	概算 
質量 
kg/km 

	
	
	
	1 
MHz 
	10 
MHz 
	30 
MHz 
	100 
MHz 
	200 
MHz 
	2000 
MHz 
	
	
	
	標準 
外径 
mm 
	構成 
	外径 
mm 
	構成 
	標準 
外径 
mm 
	材質 
	
	
	

	142B/U 
	94 
	50 
	10 
	33 
	59 
	120 
	165 
	660 
	70 
	1.9 
	0.991SCW 
	2.9 
	TFE 
	4.2 
	SS 
	5.2 
	FEP茶 
	- 
	5.0 
	70 

	178B/U 
	97 
	50 
	85 
	180 
	280 
	320 
	650 
	2300 
	70 
	1.0 
	7/0.102SCW 
	0.86 
	TFE 
	1.3 
	S 
	1.8 
	FEP茶 
	- 
	1.8 
	9 

	179B/U 
	64 
	75 
	98 
	180 
	230 
	325 
	430 
	1150 
	70 
	1.2 
	7/0.102SCW 
	1.5 
	TFE 
	2.0 
	S 
	2.5 
	FEP茶 
	- 
	2.5 
	16 

	188A/U 
	95 
	50 
	98 
	180 
	245 
	375 
	460 
	1450 
	70 
	1.2 
	7/0.170SCW 
	1.5 
	TFE 
	2.0 
	S 
	2.6 
	TFE白 
	- 
	2.6 
	18 

	196A/U 
	97 
	50 
	85 
	180 
	280 
	460 
	650 
	2300 
	70 
	1.0 
	7/0.102SCW 
	0.86 
	TFE 
	1.3 
	S 
	2.0 
	TFE白 
	- 
	2.0 
	10 


2、 ハンダ

　一般に高温ハンダと呼ばれるものを使用（Pb85%以上）。これは通例で使用されている

ということであまり議論はなかった。不純物の発生を少なく安定に低温で使用するにはフラックスは

水溶性が望ましいが高温のハンダ付けで使用できる水溶性フラックスを開発している会社は少ない。

（フラックスで使用している素材はほとんど外部に公開されていないところも問題）

3、 コンデンサ

　読み出しのデカップリングに使用。高周波特性の良いコンデンサーでは一般にセラミックスを

使用するが温度特性が非常に悪いため、マイカコンデンサー（双信電機：日本で唯一生産）を使用。

4、 抵抗

　日本ヒドラジン製を使用、耐圧、温度特性に優れる。

http://www.incom.co.jp/productnavi/index.php/product/17442
　
5、 接着剤

　基本的に接着剤は使用していない。

6、 PMT用ブリーダー抵抗チェーン用基板

　ガラスエポキシを使用したがPTFE基板、セラミックス、カプトン基板などにするべき。

